
齢
八
十
を
超
え
て
な
お
豊
饒
な
著
作
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
著
者

の
第
三
随
筆
集
で
あ
る
。
初
出
が
昭
和
五
十
年
代
の
文
章
も
あ
る
が
、

大
部
分
は
元
号
が
平
成
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
三
十
篇
に
近
い
文
章
の
主
題
は
、
前
二
著
と
同

様
、
多
岐
に
亙
っ
て
い
る
。
頁
数
か
ら
言
っ
て
も
、
短
い
も
の
は
一
頁

か
ら
長
い
も
の
は
四
十
頁
を
越
え
る
文
章
ま
で
い
ろ
い
ろ
で
、
そ
の
中

間
に
、
寛
い
だ
散
策
の
趣
を
持
っ
た
鎌
倉
随
想
や
、
医
史
学
・
漢
詩
文

ほ
か
に
関
係
の
あ
る
多
彩
な
エ
ッ
セ
イ
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
右
に
挙
げ
た
最
も
長
く
読
み
ご
た
え
も
あ
る
の
が
、
「
森
鴎
外

と
富
士
川
浦
」
と
題
す
る
論
考
で
あ
る
。

鴎
外
は
富
士
川
（
著
者
は
こ
こ
で
先
考
を
こ
う
呼
ん
で
い
る
）
よ
り
も
三

歳
年
長
で
、
富
士
川
が
広
島
か
ら
上
京
し
て
中
外
医
事
新
報
社
員
に
な

っ
た
翌
年
（
明
治
二
十
一
年
）
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
朝
し
て
間
も
な
く
陸

軍
軍
医
学
校
教
官
に
補
せ
ら
れ
、
二
十
二
年
に
は
「
東
京
医
事
新
誌
」

の
編
集
主
任
に
な
っ
た
。
鴎
外
は
直
接
間
接
に
富
士
川
と
接
触
を
持
ち

な
が
ら
も
、
初
期
に
は
彼
の
こ
と
を
単
に
「
中
外
医
事
新
報
記
者
」
と

の
み
記
録
し
て
い
る
。

（
坂
本
男
）

〔
日
本
中
央
競
馬
会
馬
事
部
・
東
京
都
千
代
田
区
虎
ノ
門
四
’
三
ｌ

一
城
山
Ｊ
Ｔ
森
ビ
ル
三
一
階
、
電
話
○
三
’
三
五
九
一
’
五
二
五

一
、
一
九
九
○
年
、
Ｂ
５
判
・
二
五
○
頁
〕

富
士
川
英
郎
著
『
讃
書
間
這
」

１
１

非
イ
ー
テ
／
一
口
田

，
ｌ
ｊ
１
Ｊ

貢
献
シ

を
寄
せ

又
筈
史
學
一
一
精
シ
ク
、
早
ク
既
二
日
本
書
學
史
ノ
撰
著
二
手
ヲ
着
ケ
ラ

レ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
」
と
記
し
た
が
、
「
鴎
外
全
集
』
に
は
鴎
外
が
通
史
と

し
て
の
日
本
筈
學
史
に
着
手
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

つ
い
で
、
著
者
は
鴎
外
が
陸
軍
省
医
務
局
長
時
代
の
大
事
業
で
あ
っ

た
臨
時
脚
気
病
調
査
会
へ
の
富
士
川
の
参
画
な
ど
を
記
述
し
た
あ
と
、

大
正
四
年
以
降
鴎
外
が
そ
の
史
伝
の
執
筆
に
当
っ
て
、
富
士
川
に
問
い

合
せ
の
書
簡
を
送
り
、
ま
た
直
接
に
訪
問
し
、
更
に
は
多
く
の
資
料
を

借
覧
し
た
様
子
を
、
鴎
外
の
日
記
・
書
簡
や
富
士
川
の
編
著
な
ど
に
基

い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
論
考
は
、
大
正
中
期
に
小
学
生
だ
っ
た
著
者
が
、
父
君
に
伴
わ

れ
て
乗
っ
た
東
京
市
電
の
中
で
鴎
外
と
乗
り
合
せ
て
、
二
人
が
愉
し
げ

に
談
笑
す
る
の
を
見
つ
め
て
い
る
場
面
で
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
起
筆
が
鴎
外
・
富
士
川
の
双
方
を
詠
み
込
ん
だ
川
柳
の
引
用
で
あ
る

の
と
相
俟
っ
て
、
本
来
な
ら
堅
苦
し
く
な
り
勝
ち
な
論
考
を
吊
且
号
庁

な
も
の
に
す
る
著
者
の
配
意
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
本
書

を
一
貫
す
る
著
者
の
文
体
は
平
淡
で
、
修
辞
へ
の
苦
辛
の
跡
を
留
め
な

い
の
が
こ
の
著
者
の
修
辞
だ
と
言
い
た
い
く
ら
い
で
あ
る
が
、
こ
の
市

著
者
は
富
士
川
・
鴎
外
双
方
の
記
憶
違
い
を
訂
正
し
な
が
ら
、
そ
の

頃
か
ら
の
両
者
の
関
係
を
丹
念
に
跡
づ
け
る
が
、
そ
れ
は
富
士
川
が
医

史
学
者
と
し
て
顕
れ
る
に
伴
っ
て
変
化
し
て
行
き
、
や
が
て
三
十
七
年

に
出
版
さ
れ
た
「
日
本
書
學
史
一
に
、
鶉
外
は
「
學
者
若
シ
此
害
ヲ
播

さ
れ
た
「
日
本
書
學
史
」
に
、
鴎
外
は
「
學
者
若
シ
此
害
ヲ
播

士
川
氏
ノ
眞
ノ
良
史
ダ
ル
所
以
ヲ
知
ラ
バ
又
実
ゾ
其
ノ
害
界
ニ

タ
ル
コ
ト
ノ
大
ナ
ル
ヲ
疑
ハ
ン
是
ヲ
序
卜
爲
ス
」
で
終
る
序
文

る
に
至
る
。
一
方
で
富
士
川
は
同
書
の
奥
書
で
「
森
博
士
ハ
…
…
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電
の
中
の
鴎
外
は
、
本
書
の
地
の
文
と
し
て
は
例
外
的
に
、
「
少
し
誇
張

し
て
言
え
ば
、
神
采
変
々
と
言
っ
て
も
よ
い
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
。

よ
ほ
ど
印
象
的
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

医
史
学
の
関
係
で
こ
れ
に
次
い
で
多
く
の
頁
を
占
め
る
の
が
「
Ｃ
・

Ｗ
・
フ
ー
フ
ェ
ラ
ン
ト
」
で
、
こ
の
臨
床
学
者
の
生
涯
が
、
そ
の
当
代

ド
イ
ツ
の
代
表
的
知
識
人
と
し
て
の
側
面
と
と
も
に
生
き
生
き
と
描
か

れ
て
、
有
益
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
内
藤
湖
南
と
医
学
史
」

も
、
中
学
初
級
で
歴
史
学
の
専
門
雑
誌
を
購
読
し
た
と
い
う
著
者
な
ら

で
は
の
も
の
で
、
狭
い
視
野
に
偏
り
勝
ち
な
我
々
医
学
出
身
者
の
蒙
を

開
く
に
充
分
な
力
を
持
っ
て
い
る
。

多
少
私
事
に
亙
る
こ
と
を
お
許
し
頂
く
と
、
前
著
「
読
書
好
日
」
・
「
読

書
瀞
心
」
で
高
校
ド
イ
ツ
語
の
旧
師
菊
池
栄
一
（
教
材
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ
ー
）
、

竹
山
道
雄
（
エ
ッ
カ
ー
マ
ン
）
、
医
学
部
の
小
川
鼎
三
、
太
田
正
雄
の
諸
家

に
再
会
し
た
私
は
、
本
書
で
緒
方
富
雄
博
士
回
顧
の
文
章
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
土
肥
慶
蔵
・
入
澤
達
吉
・
呉
建
ら
諸
家
の
随
筆
を
そ
れ

ぞ
れ
扱
っ
た
章
も
あ
る
。

漢
詩
文
に
つ
い
て
は
、
私
は
紹
介
者
と
し
て
の
資
格
に
欠
け
る
が
、

詩
に
添
え
ら
れ
た
読
み
下
し
文
が
、
近
年
性
々
に
し
て
見
掛
け
る
原
詩

の
格
調
も
律
動
感
も
無
視
し
た
底
の
も
の
で
な
く
、
日
本
人
の
漢
詩
鑑

賞
の
伝
統
に
沿
っ
た
、
安
心
し
て
頼
れ
る
も
の
で
あ
る
の
は
、
私
の
よ

う
な
読
者
に
も
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
冊
の
随
筆
集
を
並
べ
て
見
る
と
、
ど
れ
も
が
愛
蔵
す
る
に
足
る
美

本
で
あ
る
が
、
本
書
の
装
本
が
最
も
好
も
し
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ

た
。

医
学
史
の
研
究
者
に
は
知
ら
れ
た
名
ｌ
関
寛
斎
。
通
常
な
ら
隠
居

の
身
に
安
住
す
る
年
齢
に
な
っ
て
、
日
本
一
極
寒
と
い
わ
れ
る
地
に
入

植
す
る
と
い
う
、
一
般
人
に
は
奇
行
と
も
思
わ
れ
る
行
動
を
お
こ
し
た

一
人
の
医
師
、
関
寛
斎
の
医
学
の
道
か
ら
開
拓
・
農
場
経
営
と
い
う
両

極
端
の
道
程
を
明
ら
か
に
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

既
刊
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
本
書
の
視
点
を
極
寒
の
地
ト
マ
ム
に

中
心
を
す
え
て
、
寛
斎
の
医
師
と
し
て
の
動
き
が
描
か
れ
て
い
る
点
に

特
色
が
み
ら
れ
よ
う
。
医
師
と
し
て
の
活
動
の
記
述
に
、
最
も
適
格
な

執
筆
者
酒
井
シ
ヅ
氏
が
当
っ
た
こ
と
も
幸
い
で
あ
っ
た
。
医
学
の
道
に

入
る
動
機
か
ら
徳
島
で
の
開
業
に
至
る
そ
の
道
筋
が
、
順
序
よ
く
記
述

さ
れ
、
寛
斎
の
生
き
ざ
ま
の
変
化
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
も
人
と
の
出
会
い
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、

行
間
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
。

人
と
の
出
会
い
の
大
切
さ
は
他
の
章
に
つ
い
て
も
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
他
の
章
の
記
述
は
地
元
の
研
究
者
が
筆
を
執
っ
て
い
る

の
も
当
然
で
あ
る
し
、
そ
れ
が
郷
土
叢
書
と
し
て
の
ほ
ん
と
う
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
で
も
あ
る
。

『
原
野
を
拓
く
ｌ
関
寛
開
拓
の
理
想
と
そ
の
背
景
ｌ
』

（
三
輪
卓
爾
）

〔
小
沢
書
店
・
東
京
都
豊
島
区
雑
司
谷
二
’
四
’
一
、
電
話
○
三
’

五
九
九
二
’
二
四
四
一
、
平
成
三
年
十
二
月
、
Ａ
５
判
・
変
形
二

三
七
頁
・
定
価
三
○
九
○
円
〕
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